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磁気共鳴画像法（MRI）は、画像診断法としてのみならず、近年では分子イメージングへ
の応用研究が盛んに行われています。Bonnet先生には、生体内で2番目に豊富な遷移

金属イオンであり、遺伝子転写や酵素の機能制御に中心的な役割を果たしている亜鉛
を検出するMRI造影剤についてご講演いただきます。 MRI造影剤であるGd3+錯体に、リ
ンカーを介して亜鉛の配位子を結合した亜鉛応答性造影剤（Inorg. Chem. 2023）や、
亜鉛フィンガーペプチドを応用した生物学的な発想に基づく造影剤（Chem. Commun.
2018）に関してご紹介いただきます。最新のin vivoの成果と共に、選択性・定量性といっ
た課題についても議論いただく予定です。奮ってご参加ください。
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